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第
一

極
體
は

生
出
せ

ら
る

。

第
一

極
體
は

常
に

透

明
層
よ
b
生
繊
せ

ら
る一
ご

∩
。

粢
ご
冥

は

云
へ

ご

余
は

屡
萩
色
層
及
び

黄
色
層
の

中

央
よ
り

生
出
せ

ら
る

る

の

を

觀
察
せ

り
（

第
二

鬪
、

第
三
鬩
）

荻

色
層
よ

う

生
出
せ

ら
る

場

合

叉
は

黄
色
層
よ
b
生
出
せ

ら
る

る

場
合

、

極
體
は

そ
れ

ら
の

物

質
を

兩
側
に

排
除
す

。

　

實
驗
後
少

時
を
經
る

時
は

黄

色
質
は

幾
分
か

透

明
部
へ

流
入

す
「

し
か

し
こ

の

部
分
的

復
歸

は

後
の

器

官
機

成
の

爲
の

再
分
布
に

は

非

や

し
て

核
動
に

件
つ

て

起
る

も
の

な

り
」

護
o

岩
堯

（

峯
OQ

。

）
。

灰
色
質
は

そ

の

後
多
少
の

散
出
は
あ

る

も
二

球

期
四

球

期

八

球
期

十
六
球

期
に

於
い

て

ほ

ぼ

同
量
を

保
持
し

、

胞
躰

期
嚢
躰
期
及
び

搬
翰
子
に

於
い

て

も

萩
染
點
こ

し
て

認
め

ら
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

二
）

　
第
国

極
誰
生
出

後

N 工工
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こ

の

時
期
に

於
い

て

は

三

質
の

割
魯

は

前
時

期
ご

殆
ざ

同
じ

に

し
て

黄
色
質

、

透

明
質

、

灰
色
質
は

夫
々

約

4一一
8

、

3一
8

、

圭
8

な

れ

ざ
も

灰
色
質
は

稍
堆
加
し

把
る

如
く

思

は
る

（

第
四

圏
第

十
一

圜
第
十

四
圖
）

。

　

成

屠
の

方
向
は

不

定
に

し
て
．

極

體
は

茨
色

、

透

明
、

黄
色
の

い

つ

れ
の

部
に

も

屬
す

。

極
體
が

透

明
部
に

位
置

し
把

る

場
合
の

細
胞

分
裂
を

追
躡
す
る

に
（

第
四

圖
、

第
五

圏
、

第
六
圓

、

第
七

圓、

第
入
圖

、

第

九
圖

、

第
十
圖
）

黄
色
質
は

除
を

に

透
明

部
に

散
入

し
つ

、

且
つ

其

中
心
は

更
に

出
生
せ

ら
ら
る

る

第
二

極
體
の

爲
に

排
除
さ

れ

て

そ
れ

よ

り

遠
ざ
か

る

傾
向
を

有
す、

（

第
五
圖
）

。

次
色
質
は

等
量
を

保

持

し
つ

、

同
樣
に

極
體

よ

り

遠
ざ
か

る
。

第
二

極
體
が

生

出
さ

れ
る

時

は

爾
有
色
質
は

植
物
極
に

非
除
さ

れ

て

動
物

極
に

は

常

態
に

於
け

る

ざ

同
じ

く

約

2
一
8

の

透
明

部
を

生

す
（

第
七
圖
）

。

其

後
、

多
少
の

放
散
は

あ
る

も
雨
物
質
は

各
時

期
に

於
い

て

明
か

に

認
め

ら
る

。

　

極
軆
が

灰
色
部
に

在
る

場

合
は
（

第
十
一

圖
）

茨

色
質
は

し

だ
い

に

極
體

よ

り
遽
か

ら

黄
色
質
は

透
明
部
に

散
入

す
（

第
十
二

圜
第
十
三

圖
）

其
後
の

經

邊

は

前
の

場
合
ε

同
じ

（

第
七
圖

、

第
十

圏
）

。

　

極
體
が

黄
色
部
に

在

る

時
は
（

第
十
四

圏
）

、

極
鱧
よ
り

最
遠
の

位
置
に

在
り
ご

も

茨
色
質
は

多
少
移
勵

す
、

如
何

な
る

理

由
か

は

不
明

な
り
。

第
二

極
醴
が

生

出
さ

れ
る

時
は

黄
色
質
は

押
し
下
げ

ら
る

。

．

遠

心
力
に

よ
b
卵
質
が

三

層
に

舜
離
せ

ら

れ
陀

る

卵
も

翌

朝
は

胞
胚
こ

な

b
夕
に

は

嚢
胚

形
成

を

始
む

。

胞コ
胚

に

於
い

て

も
嚢
胚
に

於

い

て

も
三
分
の
一

叉

は
二

分
の
一

の

部
分
は

荻
染
し
且

特
に

或
る

部
分
は

濃
き
黄
色
を

呈
し
各
物

質
の

不
李

均
の

分
布
を
示

す
。

二

月
稜

卵
は

握
翰
子

ご

な

b
尚

或
部
分
に

茨
染
部
を
有
す
（

第
十
七

圖
）

。

　

胞
胚
嚢
胚
擔
翰
子
に

於
け
る

灰
染
部
の

位
置
は

不

定
に

て

如
何

な
る

位
置
を

も
こ

る
。

四

五
日

の

間
に

次
染
部

は

し
だ

い

に

消
失
し

卵

が
幼
螺
に

な

る

頃
に

は

殆
ご

認
め

ら

れ
ざ
る

に

至
る

。

　
か

く
の

如
き

卵
の

大
部
分
は

常

態
の

發
生
を
な
し
十
一

日

或
十
二

日

の

後
幼
螺
が

孵
化
す

。

極
く

少
數
の

も
の

は
二
＝

百
後
に

膨
大

し

異
形
巴

な

ら

常
態
の

も
の

同
樣
に

卵
嚢
中
に

て

麪
轉
す
れ
ざ
一

兩
日

中
に

死
し
間

も

無
く

萎

靡
し

去
る

。

其
原
因
に

付
き
て

は

敢
へ

て

確

め

ざ

b
き

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

三
）

第
二

極
體
生

出
後

．
・

第
一

極
體
の

生
出
ざ

第
二

極
體
の

生
出
こ

の

間
に

於
い

て

萩
色
質
は

俄
か

に

墳
加
し
荻
色
質
透

朋
質
黄
色
蟹
夫
々

3

百
、

2

著
、
38

こ

な

る
η

亀
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〜

操
鋼
撫
面
ぢ
に

顧
徹
鏡
下

棲
す
る

時
は

卵
は

非
常
に

伸
長
せ

る

形
を
ピ

る

を

見

ゑ
第
二

＋
国
）

さ

れ

ご

五

舜

乃
至

＋
分
間
に

於
い

て

常

形
に

復
し

（

第
二

十
一

圖
）

∩

oz

罫
舅

の

實
驗
に

於
け
る

が

如
く
伸

長
せ

る

儘
異
常
な
る

細

胞
分
裂
を
示

す

事
無
か

ら

き
。

球
形
に

復

し
て

後
の

細
胞
分
裂
は

常
態
に

し
て

各
物
質
の

各
時
期
に

於
け
る

分

布
は

前
に

於
け

る

揚
合
ご

畧
鋼
じ

く
黄

色
質
は

次
第
に

放
徽
し
灰
色

質
は

放

散
せ

す
．

胞
胚

嚢
胚｛
孃

輪
子
に

於
い

て

夫
々

の

位
澱
に

現
る

。

　
多
く

は

常

態
に

發
育
す
れ

ざ
、

若
干
は

途
中
に

て

萎
靡
し
去
り

そ
の

割
合
は

前
の

場
合
よ
b
大

な

り
．

さ

れ
ざ

異
常
の

發
育
を

示
す
事

無
く

常
態
に

發
育
す
る

か

死
す
る

か

な

う
き
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

四
）

二

　
豫

期

　
其
後
茨
色
質
は

堆
加
し
黄
色
質
は

減
少
し
把

る

如
く
な

う
、

二

球

期
に

於
い

て

遠

心

力
を
作
用
ぜ

し
め

る

時
は

次
色
質
は

4一
8

以

上

に

現
れ

、

黄
色
質
は

3
一

8

以

下
に

見
ゆ

。

　
こ

の

時

期
に

於
い

て

は

成

層
の

方
向
は

不

定
な

る

に

よ
り

、

將
に

二

球
に

勞
裂
せ

ん
ビ

す
る

卵
に

遠
心
力
を

作

用
せ

し
め

セ
・

。

揚
合

、

細
胞
舜
裂
の

軸
ビ

成

層
の

軸
ご
一

致
し

だ

る

卵
に

於
い

て

は

核
動
象
（

漏

瓮
o
ζ
磊

晋

夢
‘「
。
）

の

遠

心
力
に

よ
つ

て

動
か

さ

れ
る

爲
叉
同
時

に

そ

の

比

重
が

黄

色
質
の

次
に

位
す
る

爲
か

に

よ
b
分
罰
面
は

片
方
に

偏
し

黄
色
質
を

含
む

割
球

は

小

く
他
の

茨
色
質
を

含
む

割
球
は

大

き
く
な
る
（

第
二

十
二

躅
）

。

後
に

雨
割
球

は

李
に

な
り

て

共
に
一

球
を
形
成

す
、

さ

れ
．

ε

次
の

芬
裂
の

爲
に

兩

割
球
が

再
び

餐

球

獣
こ

な

る

時

は

黄
色
割
球
は

小
に

し

て

茨
色
割
球
は

大

な
り

。

而
し
て

形
の

小
な
る

爲
ε

卵
黄
を

含
む

爲
に

黄
色
劉

球
は

分
裂

遲
れ

卵
割

状
況
は

不
規

溺
こ

な
る

（

第
二

十
三

圏
、

三

十
二

圖
）

黄
色

質
ご

茨
色
質
が

共
に

爾
割
球
に

含
ま
れ
る

時
は

兩
割
球

共
一

時
は

黄
色
部
が

細
ま
り

て

西
洋
梨

斌
を

示
す
も

（

第
三

十
三

圈
）

間
も

無
く

原
形
に

復
す
（

第
三

十
四

躅
）

。

　
多
く

は

續
く
發
育
中
に

於
い

て

死
減
す

れ
ご

生

存
者
は

常
態
の

幼
螺
こ

な
b
卵
嚢
よ
う

孵
化
す

。

　
　
　．

　
　
　
　

（

五
）

四

環

期

　
こ

の

時

期
に

於
い

て

は

黄
色

質
は

極
く

少

量
に

現
る

。

　
こ

の

時
に

於
い

て

は

成
孱
の

軸
は

未
セ

定
ら

す

し
て

若
し
細
胞
分
裂
の

軸
ご
一

致
す
る

揚
合
は
、

接
動

象
の

動
か

さ

る

る

程
度
が

前
の

場
合
よ

り

大

な
る

爲
か

黄
色
質
を
含
む
二

割
球
は

極
め

て

小
こ

な

る
（

第
三

十
五

躅
）

第
三

分
裂
の

際
は

友

色
の

大
な
る

二

罰
球
が

先
づ

四

に

芬

裂

し
次
に

黄
色
の

小

な
る

二

劉
球
が

分
裂
し
て

卵
は

入
球

期
こ

な
る
（

第
三

十
五

圖
．

三

十
八

圖
及
び

第
二

十
七
圖、

三

十
二

圏
）

。
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一

後
續
の

分
裂
に

於
い

て

は

茨
色
の

割
球

及
び

黄
色
の

割
球
は

夫
々

同
じ

律
（

男

ξ
9B
）

を

以
て

分

裂
す

。

　
茨
色
質
及
び

黄
色
質
が

四

割
球
に

李

均
に

分

布
さ

れ

セ
る

場
合
は

四

割
球

共
殆
ざ

同…
標
の

形
状
ご

容

積
ご

を
ご

る
（

第
三

十

九
圓
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

六
）

八

　
球

期

　
こ

の

時

期
に

於
い

て

は

割
球
の

容
積
が

既
に

異
b
小

割
球
火

割
球
の

差
を

生
せ
る

に

よ
り

、

卯
を

器

中
に

入
れ

遠

心

力
を

作
用
せ

し
む

る

時
は

小

割
球
は

求

心

部
に

大
割
球
は

遠
心
部
に

廻
轉
し

、

各
割
球
内
に

於
い

て

夫
々

卵
質
の

層
を
生
す
（

第
四

十
圏
）

。

其

結
果

を

見
る

に
、

小

割
球

は

黄
色

質
を

含
ま

す
し
て

灰
色

層
ご

透
明

層
ご

に

分
離
し

そ
の

比
は

約
一

篇

な
り

。

大

割
球
は

三
質
を
全

部
含
み

其
茨

色

質
は

極
く

小

量
に

し

て

約

ユ

8

透
朋
質
ご

黄
色
質
は

夫
存

3…
8

、

4
一
8

な

ち
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

七
）

　

十

二

轢

期

　
こ

の

時

期
に

於
い

て

は
一

p、”
H
げ、鴇
同

∩、

し
ユ、喞

は

茨
色
質
透
明
質
よ
り

成
り

、

bコ
尠

ゆ

Fb9

♪

鑓

は

三

質
を

總
ぺ

て

含
め

ざ

も

黄
色
質
は

極

め

て

少

く
．

卜e

♪
bう

炉

ゆ

P
ゆ

U．
中
に

は

透

明
質
黄
色
質
を

含
み

て

茨
色

質
を
缺
く

（

第
四

十
一

圖
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

八
）

十

六

球

期

　
こ

の

時
期
に

於
い

て

茨
色
質
は

容

積
に

於
い

て

減

少

す
。

且
つ

茨
色
質
は

そ
の

新
に

加
は

り

陀

る

大
な
る

粘

度
の

爲
か

球

献
を
呈
せ

う
。

　
目

 
い

H
げ、鳩
H
。、讐

こ
い

一

p鱒

し
σ

に

L
。

悼▼

崔鬩

は

黄
色
質
を

缺

き
。

団

3
卜3
∬

卜。

P

鐔

は

三

質
を

總
ぺ

含
み

、

悼

〉”
ゆ

や
め

ρ
恤

U

は

前

時

期

ご

同
じ

く
透
明
質
ご

黄
色
質
ご

を

含
む
（

第
四

十
二

圖
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

九
）

萇

後
の

時

期

　

余
は

數
囘
更
に

進
み

セ

る

大
な

る

時
期
の

も
の

に

遠

心

力
を
作
用
せ

し

め

把
れ
ざ

明
か

な
る

成

屠
を
見
る

事
能
は

ざ

b
き

。

こ

れ

各

割

球
の

形
献
の

小
な
る

爲
か

、

叉
は

恐

ら
く

は

遠
心
力
の

弱
き
か

粘

度
の

大
な
る

に

因
な

ら
ん

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結

　

論

　
∩
oz

宍
い一
Z

は

勤
ミ
ミ

窺
、

額

卵
の

遠

心

力
に

よ

る

卵
質
分
離
の

實
驗
に

於
い

て

萩
色
質
よ
b
透

明
質
を

分
離

す

る

の

困
難

は

脈
胞

期
よ
り

第
一

卵
割
に

逕
む

次

第
に

堆
す

卵
質
の

粘

度
の

紀

め

に

堆

し
直

前
に

至

っ

て

極
度
に

逹
す

る

如
く

云
へ

ざ

余
の

な
せ

る

實
驗
に

よ
れ

ば

左

程
の

困

難
を

威
せ
す

初
期
ざ

殆
ご

同
樣
に

分
離
し
得
陀
り

（

第
二

十
圖

、

第
二

十
一

圖
 

。

而
し
て

氏
は

第
一

卵
割
碗

前
に

卵
質
を

分
離
せ

し
め

紀

る

卵
は

殆
ご

全
部
異
常
に

發
青

し
た

る

を

見
、

其
れ

よ
う

論

斷

し
、

そ

は
（

a
）

卵
内
の

分
化
の

度
の

増
し
だ

る

た

め

ご
（

b
）

鬱
位

画
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し

陀

る

物

質
の

復
歸
す
る

機
會
の

減
じ

た
る

た

め

ご

な
せ

ざ
、

余
の

實
驗
に

よ
れ

ば
、

第
一

罰
卵
前
に

卵
質
を

分
離
せ

し
紀

る

卵
の

大
部

分
は

、

正

規
に

發
育
を

續
け

あ
る

も
の

は

雍
滅

せ

る

を

見
、

且

爾

卵
内
の

分

化
の

度
の

進
み

セ

る

後
の

時

期
に

於
い

て

卵
質
を

分
離
せ

し

め

起

る

卵
も

翁
正
規
に

發

育
せ

る

事
よ
う

せ

ば

∩
o

畏
卜

2
の

場

合
に

於
け
る

異
常
の

發
育
を
な

し

詑
る

は

遠
心

力
に

よ

る

卵
質
分
離
以

外
の

原
因
に

よ

る

に

彝
る

か

ご

余
は

疑
ふ

も
の

な
b
。

　

9
ミ

藁
評

（

ぞ
目

O
男

O
 

Z
　
】

 
二

〇
）

に

於
い

て

は

四
球
期
八

球

期

十
六
球

期

更
に

進
み

把
る

時
期
に

於
い

て

卵
質
を

分
離
せ

し
め

た

る

結
果

各
割
球
に

三

贋
が

同
比

例

を

以
つ

て

含

有
さ

れ

し
が

、

黷
ミ

ミ
ミ

に

於
い

て

は

入

球

期
十
六
球
期
に

於
い

て

蝨

く

含
有
物
質
の

異

を

見
紀

b
、

さ

れ
ざ

爾

其

等
の

有
色
物

蟹
が

後
の

器

管
構
戌

物
質
に

非
る

事
は

、

一

球

期
に

於
い

て

卵
質

を

分
離
せ

し
め

陀

る

卵
の

入
球
期
十
六

球

期
に

於
い

て

有
色
物
質
の

分
布
の

全
く

常
態
に

全
く

異
る

に

も

拘
ら

す
発
く

正

規
の

幼
螺
を

生

す
る

よ
b
見
れ

ば

ご
暮
濁

（

崋
QO

）

等

の

説
明
す
る

如
く

卵
質
分
離
等
に

よ
う
て

害
せ

ら
れ

ざ

る

蕪
礎
構
造
或
は

墓
礎

物

質
の

存

在

は

疑
ふ

可
か

ら

ざ
る

事
に

し
て

相
等
の

大
な

る

影
響
を

與
へ

ざ

れ

ば

變
す
可
か

ら

ざ
る

も
の

な
る
べ

し
。

　
蛙

卵
の

豊
富
な
る

卵
黄
が

一

饂
に

堤
積
せ

ら
れ
た

る

セ

め

全

割
性
の

卵
が

局
割

性
こ

な

り

そ
の

結
果
こ

し

て

異
常

形
を
生
じ

把

る

は

肯

定

し

得
る

事
實
な

れ
ば

黷
ミ

ミ
ミ

に

於
い

て

二

球

期
及
び

四
球
期
の

始
め

に

於
い

て

遠
心
力
を

作

用
せ

に

し
め

る

結
果
‘

し
て

生
じ
把

　
　
　
　
　
　
　
　

ら

る

卵
捌

獣
況
の

異
常

よ

b
異
常
態
の

幼
螺
の

發

生
を
豫
測
し
把

れ

ご

も
特
別
な

る

個
體
を

分
離
し

だ

る

詰
果
は

卵
塊

よ
b
人
工

的
に

取
b

出

し
陀
る

爲
か

多
く

死
滅
し

て

失
敗
し

卵
塊
ピ

し
て

飼
育
し
た

る

結
果
は

多
く

正

規
に

發

育
し

把

る

よ

ら

見
れ

ば

中
途
に

て

何

等
の

調
節

行

は

れ
る

も

の

な
ら

ん

ご

思

は
る

。

　
爾

最
後
に

異

説
こ

し

附
け

加
へ

度
き

は

O
き
嬖
濁
哺

（

あ
屋
）

の

最
新
の

テ

ク

ニ

ー
ク

に

よ

る

細
胞
學
的
研

究
の

結
果
に

し
て

、

同
氏
の

h
ミ
ミ

ミ
匙

卵
篥
卵
に

薀
35

カ
を

影
響
せ

し
め

切
片
こ

し
て

觀
察
し
把
る

所
に

よ

れ

ば

Oo

罠
目

皀

の

脂
性
の

も
の

な

b
ど

し
柁
る

灰

色
質

は

卵
黄
小

圓
板
（

ピ
O
一

オ
ユ

冨
『
）

の

集
り

に

し
で

逶

明
質
は

細
胞
質

、

卵
黄
な
b
こ

し
π

る

黄
色
質
は

ミ

ト

コ

ン

ド

リ

ヤ

ご

ゴ

州

ヂ

體
の

集
合

な

b
ε

の

事
な

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

挿

圖

 

明

雑
糘

域

に

灰

色
賀

た

衷

t
．

黠
域
に

黄
色
質

な

表

す

　
1
　
胚

胞

期
に

於

て

遠
心

力
を

及

ぼ

し

質
ろ
一

卵
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2

同
卵

．

数

分

後

　

　
丶

3

伺
卵

．

塋
癰

盟
な

生

画
中

4
　
第
一

極
彊
生

出

後

遠
心

力

海

及

κ
し

索
ゐ

一

卵
．

5
−

7
　

同

卵
の

引

績
き

糞
る

位

相
　、
，

齟

＄

　

同

昂

の・
二

球

期

9

　
同
卵
の

四

球
期

．
10

　
同

卵
の

八

球

期

11
　
第
一

極

體

生
田

後

遠

心

力
々

及

ぼ
し

唐
る
一

卵

12

ー
説

　

同
卵
の

引

續
き

れ
る

位

相

14

　
第
一

極

鶻

生

出

後
還

心

力

な

及
ぼ

し

れ
ろ

一

卵

15

−
16
　

同

卵
の

引

籟
昏

六
ろ

位
相

極
短
の

透
明

層
に

在
ろ

揚

合

極

髄
の

灰

色
層

に

在

五

湯

合

極

盟
の

黄

色

濬
に

在
る

揚

合

1
　
速

心

力

か

及

ぼ

し
れ
ろ

卵
の

胞

胚

　
一

鯏

に

灰

染

な

有

す

　
，

爲

　
同

卵
の

嚢
胚

19
　

同

卵
の

擔
輪
子

　
偲
一

部
に

灰

染

な

有
す

齢

　
第
二

樋

艘
生

出

後

遠
心

力
な

及

ぼ

し

旗
ろ
一

卵

　
　
　
　

　
　
　
　
−

21
　
同

卵

　
常
形

に

腹

し

六
る

時

22
　
第
一

分

割
に

際

し
遠

心

力
な

及

ぼ

し
六

る

一

卵

　
細

胞
分
裂
の

方
向

に

曜

層

し
六
る

場

含

鶴

ー
32

　
同
卵
の

引

援

き

六
ろ

位

相
，

黄
割

球

に

後
の

分

罰
に

於

て

分
裂
邂

る

、・
蕗
　
二

球

期
に

於

て
蓮

心

力

な

及

ぼ
し

象

る
一

卵

説

　
同

卵

　
少
時

後

あ

鄒
二

分

割
に

際

し
遠

心

力

な

及
ぼ

し

れ
ろ
一

卵

分
裂
の

方

向
に

成

層
し

六

ろ

揚

合

36
　
37
　

同
卵
の

引

き

績

き
郭
る

位
相

器

　
圏
の

も
の

を

裏

面

よ

り

鍛
く

39
　
四

球．
期
に

於

て

遠
心

力
を

及

ぼ
し

六

る
一

卵

40

八

球

期
に

於

て

逡
心

力
か

及

ぼ
し

れ
る
一

卵

41
　
十
二

球
期
に

於
て

遶
心

力

な

及
ぼ

し
ぬ

る
一

卵

42

＋
六

球

期

に

於

て

逡
心

力
葎

及
ぼ

し

お
る
一

卵

　

　

　

以

上

全
部
一
六

〇

倍

刀

掣

邑
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沖
繩

位
カ

タ

ッ

ム

リ

の

多
い

嵌
は

外
に

尠
か

ら

う
、

恐

ら
く
日

本
で

は

第
一

ご

思
ふ

。

　
農
作
物
が

マ

イ
マ

イ

の

害
を
受
け

る

ご

言
ふ

こ

ご

は

私
に

は

未

知
で

あ
つ

陀
か

ら
、

沖
繩
へ

來
て
マ

イ

マ

イ

が

農
作

物
に

有
害
で

あ

る

ビ

聞
い

て

も
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私
に

は

強
ζ

響
か

な
か

つ

た
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然
る

に

意
外

も

意

外
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揚
合
に
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っ

て

は

或
作
物
が

マ

イ

マ

イ

の

食
害
を

蒙
っ

て

杢

滅
す
る

こ

ご

す
ら
あ

つ

て
、

虫

害
よ

b
も
恐
ろ

し
い

こ

ご
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あ

る
。

殊
に

播

種

し
て

後
、

發

芽
し

た

幼
植
物
が
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く

全
滅
の

惨
默
を

見
る

の

で

あ

る
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私
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の

後
葱
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で
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岼
の
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面
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の
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タ

ツ

ム
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を
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集
し
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ニ

ご

が

あ
る
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一
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は
少
い

方
で
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時
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に
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升
以

上
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集
の

出
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